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１
６
６
６
（
寛か

ん
ぶ
ん文

６
）
年
２
月
３
日

松
江
藩
主
松
平
直な

お
ま
さ政

が
亡
く
な
る
と
、

長
男
の
綱つ

な
た
か隆

が
跡
を
継
ぎ
ま
し
た
。
同

年
４
月
29
日
、
綱
隆
と
弟
の
近ち

か

栄よ
し

、

隆た
か
ま
さ政

は
江
戸
城
で
四
代
将
軍
徳
川
家
綱

に
謁え

っ
け
ん見

し
、
近
栄
は
３
万
石
、
隆
政
は

１
万
石
の
分ぶ

ん

知ち

（
相
続
分
割
）
を
許
可

さ
れ
、
こ
こ
に
広
瀬
藩
と
母
里
藩
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

松
江
藩
は
、
前
の
藩
主
で
あ
っ
た
堀

尾
氏
、
京
極
氏
両
家
に
後
継
者
が
い
な

か
っ
た
た
め
改か

い
え
き易

（
取
り
つ
ぶ
し
）
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
綱
隆
は
分
家
を
作

る
こ
と
で
後
継
者
問
題
を
解
決
し
、
本

家
の
存
続
を
図
っ
た
の
で
し
た
。

　

直
政
は
徳
川
家
康
の
孫
で
す
か
ら
、

近
栄
は
ひ
孫
に
な
り
ま
す
。
直
政
は
徳

川
将
軍
家
一
門
と
し
て
、
石
高
は
少
な

い
な
が
ら
も
高
い
格
式
を
与
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
広
瀬
藩
も
１
８
５
０

（
嘉か

え
い永

３
）
年
に
は
城
主
格
に
格
上
げ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
瀬
藩
が
誕
生
し
た
時
、
富
田
川
は

大
洪
水
に
よ
り
流
れ
を
変
え
、
か
つ
て

の
富
田
城
の
城
下
町
は
川
底
に
沈
ん
で

し
ま
い
ま
し

た
。
近
栄
は

江
戸
に
い
た

た
め
、
綱
隆

が
広
瀬
に
来

て
藩
邸
の
場

所
を
決
め
、

新
た
な
城
下

町
づ
く
り
が

始
ま
り
ま
し

た
。
藩
邸
は

現
在
の
広
瀬

社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
あ
る
場
所
か
ら
西
の
山
裾
ま

で
の
範
囲
で
し
た
。

　

当
時
の
面
影
は
広
瀬
小
学
校
の
庭

（
鈴
木
家
老
邸
跡
の
庭
園
）、
広
瀬
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
敷
地
の
東
端
に
残
る

土ど
る
い塁

跡
、
外そ

と
ぼ
り堀

跡
等
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

歴
史
資
料
館
で
は
、
広
瀬
藩
時
代
に

町
の
大お

お
ど
し
よ
り

年
寄
を
代
々
勤
め
、
酒
造
業
や

た
た
ら
製
鉄
、
金
融
業
を
営
ん
だ
秦は

た

家

の
古
文
書
を
収
蔵
・
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
１
８
４
６
（
弘こ

う
か化

３
）
年

３
月
15
日
か
ら
６
月
１
日
ま
で
１
０
５

日
か
け
て
東
国
へ
旅
行
し
た
時
の
旅
行

記
の
一
部
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
道
路

改
修
等
の
慈
善
事
業
に
も
私
財
を
投
じ

た
秦
家
は
、
１
８
６
９
（
明
治
２
）
年

に
は
広
瀬
藩
の
藩
士
に
列
せ
ら
れ
ま
し

た
。

◀
元げ

ん
ぶ
ん文

～
宝ほ

う
れ
き暦

年
間
の
日

記
抜
書
（
秦
家
文
書
）

　

安
来
市
立
歴
史
資
料
館
の
展
示
品

を
通
し
て
安
来
市
の
歴
史
を
紹
介
す

る
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
。
第
11
回
は
、

広
瀬
藩
の
お
話
で
す
。

～
歴
史
資
料
館
資
料
～

連
載
⑪
知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　
安
来
市
の
歴
史

問
い
合
わ
せ

　

歴
史
資
料
館　

☎
32-

２
７
６
７

　安来市では利用状況の他、小中学校の下
校時間の変更や運転手の総労働時間の短縮
が必要な 2024 年問題に対応するため、イ
エローバスのダイヤ改正を予定していま
す。
　時刻の詳細は、市ホームページや広報や
すぎ３月号（２月 20 日発行）でお知らせ
するほか、広報やすぎ４月号（３月 19 日
発行）配布時
に改正後の時
刻表を全戸配
布しますので
ご確認くださ
い。

◎ダイヤ改正予定日　　令和６年４月１日
問い合わせ　地域振興課　☎２３-３０６９

イエローバスのダイヤ改正についてイエローバスのダイヤ改正について

　ダイヤ改正にあわせて、「安来～吉田線」
の最終便では、一部予約制の運行を導入し
ます。

○和鋼博物館前～安来駅～赤崎の区間
　現在同様で定時定路線の運行とします。
○赤崎～上吉田の区間
　赤崎～上吉田の運行は、乗客の目的地ま
でとし、乗客がいなくなり次第運行を終了
します。この区間で乗車される人は、運行
日の 18時 30 分までに安来バスターミナル
（☎２２- ０８３３）まで電話予約してくだ
さい。予約の無い場合、赤崎から先では目
的地を確認させていただき、直接向かいま
すのでご協力をお願いします。

予告


